
顧問 河合校長先生 １学年委員長 市村　直子

会長 髙橋　尚子 ３年 副委員長 室井　倫美

副会長 横山　真理子 ３年 担当 斉藤　先生

丸山教頭先生 ２学年委員長 小林　祐子

書記 光成　佳世 ３年 副委員長 入内島　有美子

大川　先生 担当 古謝　先生

会計 松本　貴子 ２年 ３学年委員長 大塚　亜希子

宮本　先生 副委員長 水本　貴子

会計監査 太田　ちあき ３年 担当 宮本　先生

土屋　あかね ３年

成人委員長 笠谷　利恵 ３年 市Ｐ文化　 鎌上　真樹 ３年

副委員長 沢辺　孝美 １年 岩崎　裕子 ３年、1年

担当 宮本　先生 木村　舞 ３年、1年

担当 大野　先生

広報委員長 安藤　慶子 １年 市Ｐスポーツ 和田迫　紀子 2年

仲間　涼子 ３年 真柳　縫 2年

担当 古謝　先生 担当 斉藤　先生

役員推薦委員長 村岸　亜希子 ２年 市Ｐ校外 田村　伸子 2年

副委員長 鈴木　千代子 １年 釼持　千春 3年

担当 大川　先生 担当　 丸山教頭先生

令和３年度役員・正副委員長・委員担当の先生・市Ｐ委員紹介
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深中PTAたより No.1

新年度が始まりました！ 4月２３日に合同委員会と第一回運営委員会を開催いたしました。

また、５月６日はPTA前期総会でした

。

《 髙橋PTA会長より 》
『未来につながる道』

日頃よりPTA活動にご理解とご協力を賜りまして誠

にありがとうございます。

昨年度より２０２１年度も引き続き会長を引き受け

させていただきました髙橋尚子です。 どうぞ１年

間よろしくお願い致します。

今年度の前期総会内容について、先日配布をさせ

ていただいています。欠席される方につきましては

委任状を〆切日までに必ず提出をお願いします。ま

た、昨年度は様々な委員会が断念した行事について

今年度はカタチを変えてチャレンジしてみようと計

画を立ててくださっています。”コロナだから”諦め

るのではなく”コロナだから”新しい発見を見つけ出

し前向きに考えていく深中PTAをみんなで盛り上げ

ていきましょう！！

さて、1年前のPTAたよりに「意志あるところに

道はある」と韓国の名言を載せました。どのような

カタチなら今の深中に残していけるだろうかと考え

る意味ある1年でした。そこでその土台を2021年度

は深中の先生方・生徒・保護者・地域の皆さんと未

来につながる道になるような１年にしたいと思って

います。ぜひ一緒に道をつくりましょう。

最後に、大好きなウォルト・ディズニーさんの名

言をお伝えします。

「If you can dream it, you can do it.」

～夢みることができればそれは実現できる～

大きくても小さくてもみんなが素敵な夢を見つけて

実現できる２０２１年になるよう、前に進んでいき

ましょう！！

《 河合校長先生より 》
４月１日付け、深沢中学校の校長を拝命しました、

河合克也です。

私は新採用から深沢中学校で勤務していたので、23

年ほど前まで深沢中ＰＴＡの会員でした。今回は

「顧問」としてですが、深沢中ＰＴＡに返り咲けた

ことをうれしく思っています。

さて、今年度は新しい学習指導要領が本格的に実施

されています。その中で「地域に開かれた教育課

程」や「カリキュラム・マネジメント」が改訂の

キーワードとなっています。これらは保護者や地域

の人々等を巻き込むことや、社会と共有・連携する

ことが重要であると言われています。深沢中学校の

教育活動を発展させていく点でも、ＰＴＡが果たす

役割は大きいと考えています。

ところで、令和２年度の「優良ＰＴＡ文部科学大

臣表彰優良事例集」にある各学校のスローガンを見

ると、新学習指導要領を意識した「保護者、教員と

の連携を大切にし、地域社会との信頼関係を高め

る」「地域とともに 子どもをはぐくむPTA活動」な

どがありました。

また、「持続可能なＰＴＡ活動を目指して」「楽

しく 無理なく 気持ちよく みんなつながるＰＴＡ」

など、力を抜いてやっていこうというものもありま

した。深沢中学校でも「子どもを育て、保護者・教

師も育つＰＴＡ活動」を目指して、取り組んでいき

たいと考えています。一年間よろしくお願いします。

《 丸山教頭先生より 》

深沢中学校に着任して1か月がたとうとしています。朗らかで元気な生徒たちとエネルギッシュな先

生方からエネルギーをいただきながら、毎日を楽しく過ごしております。

今年度、市Ｐの行事は中止が決まっているものもあるので、ＰＴＡ活動は学校での動きが主となりま

す。こんな時だからこそ、深沢中ＰＴＡとしてチームワークを高めていく良いチャンスかと思います。

アイデアを出し合っていきましょう。

ＰＴＡ副会長として保護者の皆さんや教職員と力を合わせ、生徒たちの中学校生活が充実したものと

なるよう努めてまいります。よろしくお願いいたします。

各委員会より
●学年委員会

学年委員会ではカウンセラーの先生を囲む会の企画・開催、深中祭への参加、リサイクル品の

回収・販売の活動を予定しています。制服・体操服等ありましたら職員室前のリサイクルBOXに

よろしくお願いいたします。

●成人委員会

コロナ禍で例年通りのイベントができない中、委員一同知恵を絞り皆様に喜んでいただける企画

を検討中です。ご案内がお手元に届きましたら、ぜひご参加をお待ちしております。

●広報委員会

広報委員会が発足、始動しました。現在、「深中たより」先生紹介号をなるべく早く皆さんに

お届けできるよう、委員一同頑張っています。

●推薦委員会

１０月頃に来年度の役員推薦用紙を配布する予定です。皆さまのご協力よろしくお願いします。

ここに書ききれずですが、委員を引き受けて

くださった皆々さま、ありがとうございます！

１年間よろしくお願いします！！



みんなで楽しい深中ライフを☆

深中こんなに変わりました！ ２０２１ver.

その１. 学習指導要領が刷新されました
「学習指導要領」は、文部科学省が定める教育課程の基準であり、全国どこの学校でも、学習指

導要領に基づき教育課程が編成されます。この学習指導要領は、時代の変化や子供たちを取り巻

く状況、社会のニーズなどを踏まえ、約10年ごとに改訂されており、教科書なども学習指導要領の

改訂を受けて変わります。特に今回の改定は1872年の学制発布、1947年の学制改革に続く70

年に一度の大改訂とも言われています。

新しい学習指導要領は、小学校では2020年度、中学校では2021年度から全面実施、高等学校

では2022年度の入学生から年次進行で実施されることになっています。

よく取り上げられる具体例としては外国語教育、プログラミング教育、金融教育、等です。

その２.教育目標が新しくなりました
上記１に伴い、「健康と知性、真理と平和」⇨今年度より「未来につながる深い学び」となりました。
今回の指導要領が予測困難な新しい時代を生きる上で必要な資質・能力を育成することを主眼に

していることや学校の中で主体的・対話的で深い学びを行い資質・能力を育成したいと考えている

からです。

その３.テストの方式が変わりました
いわゆる定期テストは【年４回、５教科のみ】、４教科（音楽・保体・美術・技家庭）については朝の時

間を利用して逐次の小テストを行うこととなりました。また、朝の小テストは５教科についても行うと

のこと。

その４.授業の時間割がAM３時限、PM３時限となりました
朝の時間にゆとりをもたせ生徒の様子をしっかり観察することや朝テストを行う時間を確保するた

めに時程を変更しました。従来通り午前中４時限分の授業体制だと昼食時間がさらに遅くなること

が懸念されたため、午前は３時限までとし、昼食１１：５０〜、４時限 １２：４０〜という時程になりまし

た。

その５.生徒全員にタブレットが、各クラスに電子黒板が導入されました
昨年度の自宅学習の必要性などが後押しし、予定より前倒しで生徒全員へiPadが支給されまし

た。今後は宿題もiPadで出され、各家庭に持ち帰る状況も出てきそうです。また各クラスには電子

ペンで直接書き込みができる電子黒板が導入され、従来の黒板との併用が既に始まっています。

↓ その他にもまだまだ変化が！！ ↓

トイレがきれいになりました
校舎の東・中央・西に位置しているトイレは、昨年のうちについに全てのトイレがリフォーム

され、和式から洋式に。市内の予算がようやく回ってきて念願の着手。毎日お世話になる

場所だからやっぱり嬉しいですよね。

体操服の色が追加になりました
半袖の体操服は白色だけでしたが、今年度より紺色も追加。

さて、新一年生には何色が好まれるでしょうか？？

文化祭が深中祭へ
例年、５月に体育祭、９月に文化祭を行っていましたが、今年度より体育祭と合唱コンクー

ルを合わせた「深中祭」が９月に行われることになりました。９月は皆大忙しです！！

全学年５クラスになりました
４クラス編成が続いていましたが、この度久しぶりに全学年５クラスになったことで全校

生徒で５２２名となり、学校規模がさらに大きくなりました。

新一年生の皆さん、深中へようこそ！

歴史の長い深中でもここ最近変化がありました。

↓ まずは大事な教育システムについて ↓

新しい学習指導要領が導入され、学校教育目標も変わりました。ただでさえコロナ禍におけ
る対応でいろいろことが変わっている状況です。しかし深沢中学校はこのピンチをチャンス
と捉えて学校改革を行っています。例えば、テストの方法を変えたり、時程を変更させたり
することなどの様々なチャレンジです。
変化に対して不安を感じる人もいるかと思いますが、深沢中学校の職員は一丸となってチャ
レンジをしています。そのチャレンジをする雰囲気が生徒たちにも伝わっているように感じ
ています。
係や委員会などに積極的に立候補する生徒、部活動の試合などでチャレンジする生徒など、
それぞれ場面は違いますが生徒もチャレンジする場面が増えたように感じています。
学校全体が新しいことに取り組めるような雰囲気をこれからもつくっていきたいと思います。

先生に最近
の学校の様

子をうかが
いました！


